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 重要なお知らせ  
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1991 年、宇田雄一は、 

東京理科大学の宮崎忠先生の学部 4 年生向きの卒研ゼミ、 

に参加していました。 
  

そこで、宇田は、 

たしか、実スカラー場について、だったと思いますが、 

場の量子状態の汎関数表示と、 

それに対するシュレディンガー方程式を板書しました。 
  

それを見た宮崎先生は、即座にその重要性に着目し、 

方程式の解まで求めてからでないと論文などには出来ない、 

と判断すべきか否かを迷っておられました。 
  

しかし、 

宇田は、自分の書いたことに対して、もう少し冷めていました。 

宇田にとっては、これは、 

離散系の文法を連続系の文法に実直に変換しただけのものだから、 

既出だろう、 

と思われるものだったのです。 

それに、そこから新しい何かが得られるとも思えませんでした。 
  

今思えば、 

当時の宇田はグラスマン変数を知らなかったのに、 

フェルミ場では行き詰ること、までは、 

当時の宇田には見えていませんでした。 
  

それに、 

1991 年の宇田のこの発表は、もちろん、 

既存の場の量子論の量子状態の汎関数表示であって、 

「時間の量子化」文法における量子歴史の汎関数表示、 

ではありません。 
  

だから、 

1991 年の宇田にとって、 

この、場の量子状態の汎関数表示が、 

後に「時間の量子化」文法の成否の鍵を握る事になろうとは、 

知る由も無いことでした。 
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